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わたしたちのエネルギー利
り

用
よう

も
地球環境問題にかかわっているよ。

イポ ン ト

　それぞれの環
かん

境
きょう

問題が起きた原
げん

因
いん

には、わたしたちのくらしもかかわっているんだ。
このままだと地球の環境はもっとこわされてしまうかもしれない。その影

えいきょう

響は、わたし
たちのくらしにもはね返ってくることばかりだ。
　今、世界の国々は協力しながら環境を守る取り組みを進めている。わたしたち一人ひ
とりが環境への影響を考えて行動することも大切だよ。
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そう　　 は

①地球温
お ん

暖
だ ん

化
か

環
かんきょう

境問題の中でも深
しん

刻
こく

なのが地球温暖化である。
➡44～47ページを見てみよう。

②オゾン層
そ う

の破
は

かい
　地上から高さ15～30kmの成

せい

層
そう

圏
けん

にあるオ
ゾン層は、太陽の紫

し

外
がい

線
せん

を吸
きゅうしゅう

収して地上の生物
を守ってくれている。そのオゾン層がうすくなっ
て地球にとどく紫外線の量

りょう

がふえると、皮ふや
目などの病気の原

げん

因
いん

となり、わたしたちの健
けん

康
こう

にも影
えいきょう

響が出てくる。使わなくなった冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

や
クーラー、スプレーなどに使われていたフロン
が大気中にまざると、オゾンをこわしてしまう
ことがわかり、多くの国では1989年に発

はっ

効
こう

し
た国

こくさいじょうやく

際条約「モントリオール議
ぎ

定
てい

書
しょ

」にもとづ
いて、フロンの使用を禁

きん

止
し

している。

原
げん

因
いん

は？
どんな影

  えい きょう

響が
あるの？

③酸
さ ん

性
せ い

雨
う

　工場などから出るばい煙
えん

や車の排
はい

気
き

ガスには
いおう酸

さん

化
か

物
ぶつ

やちっそ酸化物がふくまれている。
酸性雨はそれらが大気中でふくざつな化学変

へん

化
か

をおこして強い酸
さん

になり、雨といっしょにふっ
てくる現

げんしょう

象である。
　日本では、ばい
煙からいおう酸化
物やちっそ酸化物
を取りのぞく装

そう

置
ち

をつけるなど、対
たい

策
さく

が進んでいる。
　しかし、原

げん

因
いん

と
なる物

ぶっ

質
しつ

が放出↗

④熱
ね っ

帯
た い

林
り ん

の減
げ ん

少
しょう

　赤道の近くに広がる森林を熱帯林という。
　今、赤道付

ふ

近
きん

の熱帯地域で森林が急
きゅうげき

激にへっ
ている。とくにアフリカや南アメリカ、東南ア
ジアなどの発

 はっ てん  と じょうこく

展途上国では、輸
ゆ

出
しゅつ

のために木
もく

材
ざい

を切ったり、農業をするために森林を焼
や

いた↗

⑤砂
さ

漠
ば く

化
か

　土地が水分をうしなってしまうと、作物など
を作ることができなくなってしまう。これを砂
漠化とよんでいる。
　世界では、自

  し  ぜんげんしょう

然現象のほか、家
か

畜
ちく

を放
ほう

牧
ぼく

しす
ぎたり、田畑としてくりかえし使いすぎてしま
い、砂漠になってしまった土地が、陸

りく

地
ち

の4分
の1にもなってしまった。とくに、アフリカや
アジアで砂
漠が広がっ
ている。

↘されてから酸性雨としてふってくるまでには
国
こっきょう

境をこえて数百から数千km運ばれることも
ある。東アジアでは日本が中心となって監

かん

視
し

す
るシステムを運用している。

↘りする焼き畑農業により、熱帯林が少なくな
りつつある。熱帯林の減少は、地球温

おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

でもある二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の吸
きゅうしゅう

収がへったり、そこ
で生きる野生生物のすみかをうばうことになって
しまう。
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極域のオゾン全量分
ぶん

布
ぷ

図（10月）
グレーの部分がオゾンホール（オゾン層が破

は
壊
かい
された部分）を示している。

（出所）米国航空宇宙局（NASA）提供の衛星データをもとに気象庁が作成

写真提供：緑のサヘル／全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより
1979年 2018年

今、
世界の各地では
さまざまな環境問題が
おこっているんだよ！

世界と日本は地球環境問題についてどの
ように取り組んでいるのか調べてみよう。

地球温暖化のほかにも
いろいろな問題が
あるんだね。

違法伐
ばっ

採
さい

によって破壊された森林保護区
（インドネシア、撮影：熱帯林行動ネットワークJATAN）

雨不足により干上がった沼（西アフリカ・サヘル地域）

酸性雨の影響を受けてとけた西郷隆盛像
（東京都）

➡今、地球ではさまざまな地球環境問題が起こっていることに気づく。
➡地球環境問題はさまざまな原因が複雑に絡み合って生じていることを理解する。
➡私たち人類のエネルギー利用も一因となっていることを考える。

➡影響が深刻化している主な地球環境問題。
➡地球環境問題は私たちの豊かで快適な生活を求めるライフスタイルやさまざまな社
会的、経済的要因が関係している。
➡地球環境問題は世界規模で顕著化しており、国際社会全体での取り組みが必要である。

6年　社会科　グローバル化する世界と日本の役割
6年　理　科　生物と環境

地球温暖化ってなんだろう？（44～45ページ）
地球温暖化をふせごう！（46～47ページ）

学習のねらい
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関連ページ

■複雑に絡み合う地球環境問題
　私たち人間が経済を発展させ豊かで快適な生活を
求めた結果、自然環境のバランスが崩れ、さまざま
な環境問題が起きている。これらの問題は経済の発
展だけでなく、発展途上国の貧困や人口増加など、
社会的、経済的に複雑な原因が絡み合って起きたも
のである。また、その影響はひとつの国や地域に留
まらず、国境を越え地球規模で顕著化している。今、
私たちが直面している地球環境問題は、先進国も発
展途上国も地球上すべての人々が加害者であり、同
時に被害者でもあるといえる。
　一度影響が出始めると、ひとつの国の力だけでは
問題の解決が困難であり、世界各国が一致協力して
取り組むことが重要である。これからの未来、私た
ちがエネルギー利用と環境保全の調和をどのように
図っていくかが重要な課題となっている。

■オゾン層の破壊
　地表から15～30kmの成層圏下層にあるオゾン
層の濃度が減少することをいう。オゾン層は、太陽
から降り注ぐ紫外線を吸収し地表の生物を守るはた
らきをしており、破壊されると地表に届く紫外線の
量が増え、皮膚ガンや白内障が増加するほか、農作
物の成長やプランクトンなどの生育に悪影響が出る
と懸念されている。国際社会ではオゾン層の保護の
ためのウィーン条約 （1985年採択）の下、モント
リオール議定書を1987年に採択し、オゾン層を破
壊するおそれのある物質を特定して当該物質の生産、
消費および貿易を規制している。
　日本ではオゾン層を破壊する特定フロンの生産は

すでに全廃されている。代替フロンは、オゾン層は
破壊しないものの、二酸化炭素の数百から1万倍以
上という強力な温室効果を有している。そのため代
替フロンへの国際的な規制の動きがある。

■酸性雨
　石炭や石油など化石燃料の燃焼によって排出され
る硫黄酸化物や窒素酸化物は、長い間大気中に浮遊
する過程で複雑な化学反応を繰り返し硫酸や硝酸に
変化する。それらが雨に取り込まれ、強い酸性の雨
となって降ることを酸性雨という（大気の状態によっ
ては酸性霧、酸性雪となることもある）。
　東アジア地域においては経済成長などに伴い、酸
性雨の原因物質の排出量が増加しており、酸性雨
による影響の深刻化が懸念されている。このため、
2001年より東アジアの13か国が参加して東アジ
ア地域の降水中のpHを観測する「東アジア酸性雨
モニタリングネットワーク」が本格稼働している。

■熱帯林の減少
　赤道付近の低緯度地方に育つ森林（熱帯林）が減
少することをいう。発展途上国では焼き畑による農
地拡大、また先進国に材木を輸出するため大規模な
森林の伐採がおこなわれている。熱帯林の減少は二
酸化炭素の吸収源が減ることであり、地球温暖化を
加速させることにつながる。また、土砂崩れや洪水
など自然災害の発生増加や、生物を絶滅危機に追い
込むことにもなる。この背景には発展途上国の貧困、
人口増加、土地制度など、社会的、経済的な要因が
挙げられる。そのため計画的な伐採や植林をおこな
うとともに、森林の維持管理を目的とした先進国か
らの資金と技術の援助など発展途上国への経済援助
が必要となっている。

■砂漠化
　地球規模での大気循環の変動による乾燥地の移動
という気候的要因、乾燥地や半乾燥地の脆弱な生態
系の上で過度におこなわれる耕作や放牧、かんがい
の不備という人為的要因が挙げられる。
　国連では2006年を「砂漠と砂漠化に関する国際
年」と定め、アフリカを中心とし深刻な干ばつや砂
漠化に苦しむ国に対して国際社会への支援を求めて
いる。日本は植林やかんがいなどの技術協力を行っ
ているほか、NGO組織がアフリカや中国などで砂
漠化の防止に貢献している。

（出所）
日本環境協会「環境シリーズNo.51」
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